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１ 本校の概要 

 本校は昭和 22年に開校し、今年で 74年目になる。８ 

クラス 147名の生徒が在籍している。 

 これまでの良き伝統を引き継ぎ、校歌に歌われている

「知性を磨き」「愛情深く」「からだを鍛える」いわゆる

「知・徳・体」のバランスのとれた生徒の育成に努めて

いる。また、「熊谷の子どもたちは、これができます！『４

つの実践』と『３減運動』」を土台として、学校教育目標

「自ら考え、他に貢献できる生徒の育成」の具現化に努

めている。 

 

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

  ・読書習慣の確立と読書活動の充実 

  ・学校図書室の利用状況の改善 

 

 ⑵ 実践の概要 

  ア 朝読書の実施 

   本校では毎朝 8時 20分から 35分までの 15分間、 

  朝読書を実施している。生徒は家庭から持参したり、 

  図書室で借りたりした本を、とても静かに読んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 読書感想文の指導 

   国語科で毎年読書感想文コンクールの課題図書の 

  紹介を行っている。また、１・２年生は夏季休業日 

  に読書感想文の作成に取り組んでいる。 

 

  ウ 全校朝会での表彰・おすすめ図書の紹介 

   １月の生徒朝会で、図書委員による読書賞の表彰 

  や、おすすめ図書の紹介をおこなっている。また、 

  図書室前に設置されたホワイトボードで入荷図書の 

  紹介を行うなど、読書活動の推進を図っている。 

 

３ 成果と今後の課題 

 ⑴ 成果 

  今年はコロナ禍による臨時休業や部活動休止なども 

 あり、家庭での読書活動充実のため図書室の図書利用 

 を呼びかけた。その結果、図書室を利用する生徒数・ 

 冊数ともに増加した。 

 

 ⑵ 課題 

 図書室を利用していない生徒に向けて、家庭での読 

書習慣の確立に向けた取組を考える必要がある。   

また、今年はコロナ禍により生徒が活躍する推進運 

 動があまりできなかった。来年度以降、異なる形態で 

 の活動を検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の各生徒への貸出図書数 

平均 4.3冊 

朝読書の様子 

図書室の様子 


